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研究課題名

聴神経腫瘍以外の小脳橋角部|1中 1́葛 における術前・術後聴力の後方視的検討

研究計画

研究の背景・ 目的

当研究は前診療科長・河野道宏の現勤務先である東京医科大学病院 との共同研究ですじ脳神経外科が扱

う頭蓋底腫瘍は多岐に渡 り稀少な疾患であるため、未だにコンセンサスを得た治療法が確立されていな

いものも数多 く存在 してお ります。

そこで今回、聴神経腫瘍以外の小脳橋角部腫瘍の患者 さんを対象 として、東京医科大学病院脳神経外

科 と共同研究を行 うことを考案致 しました。 /1ヽ脳橋角部髄膜 |1車 の主症候には聴力障害があ りますが、こ

れまで聴党機能に特化 した報告は限定的であ り、術後の経過などについて未だに明らかになっていない

事項が多いのが現状です.そ こでこれまで蓄積 されてきた術前後の聴力を遡って検討することで、今後

手術を受ける患者さんの、聴力の温存、摘出率向上、安全な手術の提供などに寄与することを目的 とし

ます。

研究の方法

●対象となる方 :

2000年 1月 から 2020年 1月 の間に、東京医科大学病院もしくは東京警察病院で聴神経|1章瘍を除く

小脳橋角部腫瘍 (髄膜腫、三又神経軸腫、類 11皮腫、頭静脈孔神経軸腫、顔面神経幹腫)に対 して頭蓋

内種瘍摘lll術 を受けた症例かつ、術前・術後に聴力検査を受けた患者さんを対象とします.た だし遺伝

的素因を有する神経線維腫症 II型 の患者さんや再手術の患者さんは今回の対象からは外れます.

●研究期間 :倫理委員会承認後より研究開始となり、最長 3年間で聴神経|1重 瘍に対して摘出術を受けら

れた患者さんのデータ解析を行いますぃ

●利用する検体やカルテ情報 :通常診療で必要であった、術前後の聴力検査、画像検査の解析を行いま

す。新たな検査などは必要ありません.

●検体や情報の管理 :患者さんのデータは匿名化 した上で、研究を分担するスタッフのみがアクセス |■

能と致します。またデータ保管は院内規則に則 り作業場所、データ保管場所などの管理は厳重に致

します (管理責任者 :一桝 倫生).研究成果の公表に際しては、イ国人が特定されることがないよう

に配慮するなど、当院の規定に基づき1固 人情報保護の徹底に努めます。

研究組織 :こ の研究は東京医科大学病院と東京警察病院の共同研究です。

共同施設研究責任医師 : 東京警察病院 脳神経外科 書

'長研究責任医師 : 東京医科大学 脳神経外科分野 助教

研究分担医師 : 東京医科大学 脳神経外科分野 主任教授

東京医科大学 脳神経外科分野 講師

東京医科大学 脳神経外科分野 助教

東京医科大学病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科

古野 正紀

一桝 倫生

河野 道宏

中島 仲幸

松島 健

塚原 清彰
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個人情報の取り扱い

本研究の |-1的を達成するために必要な範 1川を′[召 えて診療録からの個人情報を取り扱いません。また、得られた

情報は個人が特定されないように匿名化した 11で、細心の注意を払い安全に管理します .

なお、本研究により得られる研究結果は個人が特定されることはない形でまとめます。
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